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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、８番、渡部

秀樹議員の１名であります。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、竹田利弘政策推進監から欠席する旨の

届出がありましたので、ご報告いたします。 

 ここで、本日の本会議運営について、議会運

営委員会の報告を求めます。 

 蒲生光男議会運営委員長。 

  （蒲生光男議会運営委員長登壇） 

○蒲生光男議会運営委員長 おはようございます。 

 本日の本会議運営について、先ほど議会運営

委員会を開催し、協議いたしましたので、その

結果をご報告いたします。 

 初めに、８月31日の本会議において、各常任

委員会及び特別委員会に付託されました議案等

の審査結果を決算特別委員会委員長、各常任委

員会委員長、予算特別委員会委員長から報告を

受け、それぞれ質疑、討論、表決を行います。 

 なお、認第１号に反対１名、賛成１名の討論

の通告がなされております。 

 次に、本日追加提案されます議案について申

し上げます。 

 追加議案は、議事日程第５号のとおり、一般

議案１件、予算案１件、人事案件３件でありま

す。 

 追加議案の審議につきましては、付託議案の

表決終了後に、議長から委員会付託を省略し、

全員による審議を諮っていただき、決定後、そ

れぞれ提案説明を受け、質疑、討論、表決を行

います。 

 なお、人事案件については、申合せにのっと

り、提案説明後、質疑と討論を省略し、直ちに

表決することといたします。 

 以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、報告といたします。 

○浅野敏明議長 本日の会議は、ただいまの議会

運営委員長の報告のとおり、配付しております

議事日程第５号をもって進めます。 

 それでは、直ちに本日の会議に入ります。 

 

 

 日程第１ 認第１号 令和３年度長 

 井市歳入歳出決算認定について外１ 

 ５件 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、認第１号 令和３年

度長井市歳入歳出決算認定についてから日程第

16、議案第57号 令和４年度長井市山形鉄道運

営助成事業特別会計補正予算第１号までの16件

を議題といたします。 

 

 

 決算特別委員会審査報告 

 

 

○浅野敏明議長 初めに、決算特別委員会の審査

の報告を求めます。 

 梅津善之決算特別委員長。 

  （梅津善之決算特別委員長登壇） 

○梅津善之決算特別委員長 おはようございます。 

 令和４年９月市議会定例会において、決算特

別委員会に付託になりました認第１号 令和３

年度長井市歳入歳出決算認定についてから議案

第44号 令和３年度長井市下水道事業会計未処

分利益剰余金の処分についての５件について、

審査いたしました経過と結果についてご報告申

し上げます。 
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 決算特別委員会は、会議日程に従い、８月31

日の本会議終了後に正副委員長を選出し、９月

14日及び15日に審査を行いました。 

 審査に当たっては、各会計決算等の概要につ

いて、会計管理者をはじめ、担当課長から説明

を受けた後、５名の委員の総括質疑が行われ、

終了後に細部審査が行われました。 

 その経過につきましては、議長及び議会選出

監査委員を除く全員で構成する委員会の審査で

ありますので、後刻、会議録よりご承知くださ

るようお願い申し上げ、審査の結果のみご報告

申し上げます。 

 認第１号 令和３年度長井市歳入歳出決算認

定については、賛成多数で認定すべきものと決

定いたしました。 

 次に、認第２号 令和３年度長井市水道事業

会計決算認定について及び認第３号 令和３年

度長井市下水道事業会計決算認定についての２

件については、全員一致で認定すべきものと決

定いたしました。 

 次に、議案第43号 令和３年度長井市水道事

業会計未処分利益剰余金の処分について及び議

案第44号 令和３年度長井市下水道事業会計未

処分利益剰余金の処分についての２件について

は、全員一致で原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 

 なお、委員から、認第２号 令和３年度長井

市水道事業会計認定について及び認第３号 令

和３年度長井市下水道事業会計決算認定につい

てに関する附帯決議案が提出され、全員一致で

原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。 

 以上が審査の結果でありますが、当局におか

れましては、審査の過程において委員各位から

出されました質疑、意見等について十分に意を

用いられ、事務の執行に当たられるよう申し上

げ、決算特別委員会の審査報告を終わります。 

○浅野敏明議長 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、日程第１、認第１号 令和３年度

長井市歳入歳出決算認定についての１件につい

て、討論の通告がありますので、順次発言を許

可いたします。 

 初めに、14番、今泉春江議員。 

  （14番今泉春江議員登壇） 

○１４番 今泉春江議員 日本共産党の今泉春江

でございます。認第１号 令和３年度長井市歳

入歳出決算認定に反対の討論をいたします。 

 令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影

響や物価の高騰などが暮らしを直撃しました。

飲食店なども前年度からの新型コロナウイルス

感染症が売上げに影響を与えており、仕入れ材

料や燃料の高騰などで厳しい経営状況が続いて

おります。 

 そのような中ですが、市税等の収納率が上が

っています。税収は行政運営の基礎となるもの

です。本市の一般市税現年度課税分の収納率は

99.78％、13市のトップで５年連続となりまし

た。滞納繰越分を合わせても13市のトップとな

っています。国民健康保険税も収納率が

98.07％で13市のトップ、７年連続となり、滞

納繰越分を合わせたものもトップとなっていま

す。 

 収納率を上げるには市民の協力が必要であり、

そのために納付促進につながる環境の整備が大

事です。重要なことは相談収納です。収納率向

上の取組では、差押えが前年度の183件から151

件と減少しています。差押えではなく、相談収

納による納付が促進されたものではないでしょ

うか。このことは一定の前進部分として評価を

させていただきます。引き続き市民に寄り添っ

たきめ細やかな収納対策で差押えの減少に努め



 

―１８９― 

ていただき、収納率向上に努めるよう求めたい

と思います。 

 令和３年度も新型コロナウイルスワクチン事

業や子育て世帯臨時特別支援事業、小・中学校

の屋内運動場空調整備事業、道路除雪事業など

多くの事業が行われました。また、灯油購入助

成事業では、上乗せの助成が行われました。低

所得の子育て世帯生活支援特別給付金事業も行

われ、これら多くの事業が市民の命、暮らしに

貢献するものとなっています。 

 しかし、コロナ禍、燃料費や食品の高騰で市

民の暮らしはますます厳しくなっており、給食

費の無償化、補聴器購入費助成など、地方創生

臨時交付金の活用でさらに市民に向けて貢献す

るよう求めます。 

 次に、長井市宅地開発事業特別会計では、こ

のたびも宅地売払い業務に宅建業者に手数料を

支払っています。地方自治体は直売ができます。

職員も今までの売買で知識も十分できておりま

す。県内では、大江町などで大規模な宅地販売

を前から行っていますが、全て直売です。お聞

きしますと、特別トラブルなどはなく、自治体

が販売することで、かえって安心して購入して

もらっていますと話されていました。長井市で

も直売をすべきです。宅地の販売方法と宅建業

者に支払う手数料に反対いたします。 

 また、市民からは、市役所をはじめ箱物の建

設が続き、市の財政を心配する声が上がってい

ます。監査委員からも、中期財政見通しによる

将来負担比率が令和５年度にピークを迎え

260％台になる見込みとされていることに比率

の改善を意識した具体的な対応が必要なときと

指摘されています。このことを十分重視し対策

をされるよう求め、反対の討論とします。 

 以上、認第１号 令和３年度長井市歳入歳出

決算認定に反対をします。 

○浅野敏明議長 次に、１番、鈴木一則議員。 

  （１番鈴木一則議員登壇） 

○１番 鈴木一則議員 おはようございます。 

 政新長井の鈴木一則でございます。 

 私は、認第１号 令和３年度長井市歳入歳出

決算認定について、賛成の立場で討論を行いま

す。 

 令和３年度の一般会計に特別会計を合わせた

総計決算額は、歳入が269億8,268万4,000円、

歳出が259億1,979万円で、歳入歳出差引き残額

10億6,289万3,000円から翌年度へ繰り越すべき

財源9,252万5,000円を差し引いた実質収支額は

９億7,036万8,000円の黒字となっております。

単年度収支では、一般会計が１億4,067万1,000

円の黒字、特別会計が5,224万5,000円の黒字と

なっています。 

 まず、歳入で一般会計では、203億7,216万

4,000円で前年度比 55億 1,727万 3,000円、

21.3％減少しました。自主財源の構成比率は

36％と前年度に比べ9.1ポイント高くなりまし

た。これは新型コロナウイルス感染症対策事業

の給付金事業等の縮小や公共施設整備がほぼ終

了したことにより、依存財源である国庫支出金

が35.9％、市債が68.9％の大幅な減となったこ

とによります。 

 特別会計では、６会計の合計で66億1,052万

円となり、前年度に比べ１億2,468万8,000円、

1.9％増加しました。 

 市税の収納率は、現年度課税分と滞納繰越分

の合計で99.43％と県内13市で10年連続１位。

特別会計の国民健康保険税の収納率においては、

現年度課税分と滞納繰越分の合計で93.51％、

県内13市で６年連続１位となりました。 

 市税、国民健康保険税の収納率については、

コンビニ納付の定着、滞納者への相談収納など、

当局の税収確保に対する努力の結果と考えます。

コロナ禍による景気低下の影響が長引く予想で

すので、一層市民に寄り添い、きめ細やかな対

策を講じられるようお願いいたします。 

 次に、歳出は、一般会計で196億6,448万
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4,000円、前年度に比べ56億9,104万5,000円、

22.4％減少しました。これは投資的経費が前年

度に比べ42億9,552万8,000円、60.3％の減少、

主なものとして、新庁舎整備事業や給食共同調

理場整備事業、市民文化会館耐震改修工事の完

了により普通建設事業費が大幅に減少したこと

によります。 

 特別会計では、62億5,530万6,000円で前年度

に比べ1.2％、7,244万3,000円増加いたしまし

た。これは、山形鉄道運営助成事業会計、宅地

開発事業特別会計などが増加したものです。 

 次に、市債残高は、一般会計、特別会計合わ

せて232億223万7,000円で、一般会計は前年度

に比べ７億6,507万3,000円、3.4％の増加とな

っています。普通会計における財政分析指標に

よると、実質公債費比率は10.9％、0.4ポイン

ト減少しました。将来負担比率は225％、7.0ポ

イント減少、経常収支比率は84.0％、1.3ポイ

ント減少しました。 

 健全化に改善かと思ってしまうような数値と

なっていますが、決算審査意見書では、公共事

業等への投資のため高い数値となっている将来

負担比率について指摘がありました。中期財政

見通しで令和５年度に将来負担比率のピークを

迎えるため、基金等の積み増し等、その備えに

ついても提言されています。市民が将来に不安

を感じることがないよう対応いただきたいと考

えます。 

 長井市第五次総合計画及びまち・ひと・しご

と総合戦略において、共通の戦略としてきたま

ちなかへの流れを誘導する魅力づくりを進め中

心市街地の活性化を図るという目標の公共施設

整備が進みましたので、今後は人の流れが加速

され、にぎわいの創出が進むことを期待いたし

ます。 

 人口減少、少子高齢化が進む中、当局におい

ては、これまで以上に創意と工夫を凝らし、健

全財政の堅持に取り組まれるようお願い申し上

げ、認第１号 令和３年度長井市歳入歳出決算

認定についての賛成討論といたします。議員各

位のご賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○浅野敏明議長 通告による討論が終わりました。 

これから採決いたします。 

 日程第１、認第１号 令和３年度長井市歳入

歳出決算認定についての１件について、決算特

別委員長の報告は認定であります。 

 決算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○浅野敏明議長 起立多数であります。 

 よって、認第１号は、決算特別委員長報告の

とおり決定いたしました。 

 次に、日程第２、認第２号 令和３年度長井

市水道事業会計決算認定についてから日程第５、

議案第44号 令和３年度長井市下水道事業会計

未処分利益剰余金の処分についてまでの４件に

ついて、討論の通告がありませんので、討論を

終結し、順次採決いたします。 

 まず、日程第２、認第２号 令和３年度長井

市水道事業会計決算認定についての１件につい

て、決算特別委員長の報告は認定であります。 

 決算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、認第２号は、決算特別委員長報告の

とおり決定いたしました。 

 次に、日程第３、認第３号 令和３年度長井

市下水道事業会計決算認定についての１件につ

いて、決算特別委員長の報告は認定であります。 

 決算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、認第３号は、決算特別委員長報告の

とおり決定いたしました。 
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 次に、日程第４、議案第43号 令和３年度長

井市水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いての１件について、決算特別委員長の報告は

原案可決であります。 

 決算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第43号は、決算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第５、議案第44号 令和３年度長

井市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついての１件について、決算特別委員長の報告

は原案可決であります。 

 決算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第44号は、決算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 

 

 総務常任委員会審査報告 

 

 

○浅野敏明議長 次に、総務常任委員会の審査の

報告を求めます。 

 赤間 広総務常任委員長。 

  （赤間 広総務常任委員長登壇） 

○赤間 広総務常任委員長 おはようございます。 

 それでは、令和４年９月定例会におきます総

務常任委員会審査報告をさせていただきます。 

 令和４年９月市議会定例会において、総務常

任委員会に付託になりました議案３件について、

審査いたしました経過と結果についてご報告申

し上げます。 

 本委員会は、会議日程に従い、去る９月８日

に開催し、委員出席の下、当局関係者の出席を

求め、審査をいたしております。 

 それでは、議案第46号 字の区域及び名称の

変更について申し上げます。 

 本案は、地方自治法第260条第１項及び国土

調査法第19条第２項の規定により、地籍調査事

業実施区域の今泉の一部の字の区域及び名称の

変更を要するため提案されたものであります。 

 質疑に入り、委員からは、今泉地区の地籍調

査はいつから始まって、いつ頃終わる予定なの

かとの質疑がなされ、農林課長からは、平成28

年度から実施しており、予算に大きく左右され

るため、これからおよそ５年から17年程度かか

る見込みとの答弁を受けたところであります。 

 また、委員からは、今回の地籍調査を終える

と、今泉地区のどれくらいになるのかとの質疑

がなされ、農林課長からは、今泉及び河井地区

での調査を行っているが、残りの調査面積は約

1.3平方キロメートルとなっているとの答弁を

受けたところであります。 

 採決の結果、本案は、全員一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第47号 長井市遊びと学びの交流

施設条例の設定について申し上げます。 

 本案は、長井市遊びと学びの交流施設の整備

に伴い、地方自治法第244条の２第１項の規定

により、公の施設の設置及びその管理に関する

事項を定めるため提案されたものであります。 

 質疑に入り、委員からは、開館時間が午前10

時とあるが、利用者の意向なども反映して開館

時間を早く設定すべきでないかとの質疑がなさ

れ、地域づくり推進課長からは、アンケート等

による利用者の意向や利用実績等を見ながら今

後検討していきたいとの答弁を受けたところで

あります。 

 また、委員からは、図書館の学習室、視聴覚

室等に使用料の設定があるが、一般の利用につ

いては料金が発生するのかとの質疑がなされ、

地域づくり推進課長からは、占有する際は使用


